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高速増殖原型炉もんじゅの廃止措置の中で得られた知見を FBR 次期炉の設計検討に反映するた

め、運転データ等の知見整理分析を行い、FBR次期炉の燃料取扱設備への反映項目の抽出を行った。 
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1. 緒言 

現在廃止措置が進められている高速増殖原型炉もんじゅ（ナトリウム冷却高速増殖炉）において、燃料取

扱い等の運転経験にかかる実績を取得することにより、FBR 次期炉へ向けて有効な知見が得られることが期

待できる。前回（2021 年秋）報告したもんじゅの燃料取扱設備の運転経験に基づき、更なる整理・分析を行

い、FBR 次期炉設計へ反映すべき項目の検討を行った。 

2. 燃料取扱設備に係る運転データ等の知見整理、分析及び FBR 次期炉へ反映する項目の抽出 

2.1 運転データ等の知見整理、分析 

・ナトリウム化合物の付着による燃料出入機ドアバルブのシール不具合に対し、ナトリウム化合物化を抑制

するため、燃料洗浄設備の除湿対策の必要性、弁体及び弁体周り構造見直しの必要性を抽出した。 

・燃料出入機本体グリッパにて発生したトルク上昇の不具合に対し、系統内の湿分を低減させるため、「燃料

洗浄設備のガス置換回数の増加」「燃料洗浄系統へのヒータ、保温材の設置」を検討した。 

・燃料処理工程の比較的大きな割合を占める脱塩水循環洗浄（1 時間以上）の実績時間について、ナトリウム

付着量と燃料洗浄時間の相関性の分析を行った。 

2.2 対策概念のアイデアの抽出 

・グリッパの爪開閉トルク上昇の不具合要因となるナトリウム化合物が堆積しても作動不良を発生させない

ように、アクチュエータとグリッパの爪の接触面積を低減する案を抽出した。 

・ドアバルブ弁体の全閉不良の要因となる弁体上面への化合物化したナトリウム堆積を防ぐため、弁体上面

の面積低減により堆積するエリアを小さくする案を抽出した。 

・燃料洗浄設備の除湿機能を強化するため、実験炉「常陽」で実績がある吸湿系を追加する案を抽出した。 

3. 結言 

もんじゅの廃止措置において得られた知見を用いて整理、分析を行い、FBR 次期炉の燃料取扱設備への反

映項目の抽出を行った。これにより FBR 次期炉において不具合解消が期待できる有用な成果を得ることがで

きた。本報告は、経済産業省からの受託事業である「令和３年度 高速炉に係る共通基盤のための技術開発

事業」の一環として実施した成果である。 
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